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学生・院生の言語力と英語によるプレゼンテーション能力の向上プロジェクト 
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  前期：スペイン，香港，ドイツ 
  後期：スペイン，ドイツ，米国 
  国際学生シンポジウム  
International Students Symposium 
with Presentations by 
   ・HKIE香港教育学院  
   ・AUE愛知教育大学  
   ・UEF フライブルク教育大学  
テーマ： 
教育と国民のアイデ
ンティティ— 
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「教育と国民のアイデンティティー」 
 本学教授による基調講演，本学大学院生１名，
香港の学生４名，ドイツの学生１名によるプレゼ
ンテーション，英語による意見交換会を開催。  
「グローバル英語について考える」 
 
 
アラン・モーリー教授（英国リーズ・メトロポリタン大学）に
よる講演会。国際共通語としての英語のグローバルな広
がりの実態について，ここ 20 年間の世界各地（特にアジ
アン）における言語状況の急激な変貌，人々の幻想，今
後の展望について語る。国際共通語と地域語のバイリン
ガル話者が世界規模で増えている現状も紹介，質疑応
「各国の歴史・伝統とポップカルチャー」 
 スペイン，ドイツ，アメリカ出身の留学生によるプレゼ
ンテーション。各国の歴史・自然・文化等の簡単な
紹介の後，それぞれのポップカルチャーについて日
本人の知らない興味深い話が次々と披露された。  
 
参加者の声： 
(1)活動場所のアクセスは便利で，参加しやすい。(2)部屋は参
加者が 10名を越えると狭くなる。(3)国際交流センターから学
務ネットで流される広報，教員の勧め，友人からの口コミ情報
は宣伝効果がある。(4)英会話の練習のできる授業がほとんど
ないので，貴重な時間である。(5)開催日，時間について，クラ
ブ活動や就職ガイダンスと重なることが多いので，より頻繁な
開催を希望する。(6)日本人と話ができて楽しい（留学生）。 
今後のさらなる活性化のために 
 ２年間にわたるパイロット・プロジェクトを通じて，英語イ
マージョンルーム活動が，日本人学生と留学生との有意
義な意見交換・交流を推進し，参加者の言語力と英語に
よるプレゼンテーション能力の向上にとって効果的な事
業であることが検証された。今後は，プロジェクト経費によ
る研究という形ではなく，できれば，国際交流センターの
事業の一部として運営されるのが望ましいと考える。 
